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入学式の様子

入学式の様子

　

４
月
９
日
、
第
19
回
東
吉
野
小
学
校
入
学
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

８
名
の
新
入
生
を
大
き
な
拍
手
で
迎
え
た
後
、
国
歌
、
校
歌
斉
唱
で
は
大
き
な
歌

声
が
、
新
入
生
氏
名
点
呼
で
は
、
元
気
い
っ
ぱ
い
の
声
が
体
育
館
に
響
き
わ
た
り
ま

し
た
。　
　

　

そ
の
後
、
教
科
書
を
受
け
取
り
、
城
之
内
校
長
、
橋
本
教
育
長
に
よ
る
式
辞
、
告
辞
、

水
本
村
長
、
大
丸
村
議
会
議
長
の
祝
辞
、
ま
た
在
校
生
の
お
迎
え
の
言
葉
や
歌
を
心

に
刻
み
、
先
生
や
在
校
生
た
ち
に
と
て
も
暖
か
く
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

４
月
10
日
、
第
52
回
東
吉
野
中
学
校
入
学
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

小
学
校
を
卒
業
し
、
期
待
に
胸
を
膨
ら
ま
せ
入
学
式
を
迎
え
た
新
入
生
７
名
が
大

き
な
拍
手
に
迎
え
ら
れ
入
場
し
、
国
歌
、
校
歌
斉
唱
の
後
、
氏
名
点
呼
が
行
わ
れ
、

一
人
ひ
と
り
が
落
ち
着
い
た
雰
囲
気
で
返
事
を
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
山
﨑
校
長
、
樋
口
教
育
長
職
務
代
理
に
よ
る
式
辞
、
告
示
、
水
本
村
長
、

大
丸
村
議
会
議
長
の
祝
辞
が
述
べ
ら
れ
、
新
入
生
は
真
剣
な
様
子
で
聞
い
て
い
ま
し

た
。

　

在
校
生
代
表
に
よ
る
歓
迎
の
こ
と
ば
の
後
、
新
入
生
を
代
表
し
て
大
西
芭
奈
さ
ん

が
力
強
く
誓
い
の
こ
と
ば
を
述
べ
、
中
学
校
で
の
新
し
い
生
活
に
期
待
と
希
望
を
膨

ら
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

第
19
回
東
吉
野
小
学
校
入
学
式

第
52
回
東
吉
野
中
学
校
入
学
式

東
吉
野
小
学
校
お
花
見
弁
当
給
食
実
施

第
10
回
東
吉
野
こ
ど
も
園
入
園
式

広 報 ひ がしよし の 令和６年５月１日
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入園式の様子

　

４
月
11
日
、
第
10
回
東
吉
野
こ
ど
も
園
入
園
式
が
行
わ
れ
、
３
歳
児
２
名
が
幼
稚

園
に
入
園
し
ま
し
た
。

　

式
中
の
新
入
園
児
は
少
し
緊
張
し
た
様
子
で
し
た
が
、
在
園
児
の
お
兄
さ
ん
、
お

姉
さ
ん
の
元
気
な
歌
声
で
迎
え
ら
れ
、
行
儀
良
く
お
話
を
聞
い
て
い
ま
し
た
。

　

橋
本
園
長
、
松
久
保
教
育
委
員
、
水
本
村
長
、
大
丸
村
議
会
議
長
に
よ
る
お
祝
い

の
言
葉
な
ど
が
述
べ
ら
れ
、
２
名
の
園
児
た
ち
の
入
園
を
お
祝
い
し
ま
し
た
。

　

４
月
10
日
、
小
川
宝
泉
寺
横
の
桜
の
下
や
、
天
誅
義
士
石
碑
前
で
恒
例
の
お
花
見

弁
当
給
食
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

花
吹
雪
の
中
、
在
校
生
も
、
前
日
に
入
学
式
を
迎
え
た
新
入
生
も
仲
良
く
元
気
に

新
６
年
生
が
考
え
た
メ
ニ
ュ
ー
の
お
花
見
弁
当
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

東
吉
野
小
学
校
お
花
見
弁
当
給
食
実
施

第
10
回
東
吉
野
こ
ど
も
園
入
園
式

広 報 ひ がしよし の令和６年５月１日
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ナポくんが来庁されました

交通安全県民運動の様子

義援金を寄託する水本村長（中央）と大丸村議会議長（左）

　

全
国
で
４
月
６
日
か
ら
15
日
ま
で
春
の
交
通
安
全
県
民
運
動
が
10
日
間
実
施
さ

れ
、
こ
れ
に
伴
い
８
日
の
午
後
に
は
小
川
の
千
代
橋
で
関
所
を
設
け
、
県
交
通
安
全

協
会
東
吉
野
分
会
、
桜
井
警
察
署
、
小
川
駐
在
所
及
び
高
見
駐
在
所
、
村
か
ら
は
水

本
村
長
他
役
場
職
員
が
、
通
行
す
る
ド
ラ
イ
バ
ー
に「
安
全
運
転
で
お
願
い
し
ま
す
」

と
安
全
運
転
啓
発
物
品
を
手
渡
し
な
が
ら
交
通
安
全
の
呼
び
か
け
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
10
日
に
は
桜
井
警
察
署
と
管
内
市
村
に
よ
る
交
通
安
全
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
が

来
村
し
、
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
隊
長
の
ナ
ポ
く
ん
か
ら
交
通
安
全
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
受
け
取

り
ま
し
た
。
日
頃
か
ら
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、
交
通
事
故
の
無
い
安
全
安
心
な
地
域

の
実
現
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

　

３
月
28
日
、
水
本
村
長
と
大
丸
村
議
会
議
長
が
、
村
民
の
皆
様
か
ら
募
金
箱
に
お

寄
せ
い
た
だ
い
た
義
援
金
や
、
村
、
理
事
者
、
村
議
会
議
員
の
方
々
の
義
援
金
を
合

わ
せ
て
、
１
４
０
万
２
３
７
１
円
を
日
本
赤
十
字
社
奈
良
県
支
部
に
寄
託
し
ま
し
た
。

　

村
民
の
皆
様
を
は
じ
め
多
く
の
方
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
暖
か
い
真
心
に
感
謝

い
た
し
ま
す
と
共
に
、
今
後
も
義
援
金
の
受
付
窓
口
と
し
て
、
役
場
、
ひ
よ
し
の
さ

と
マ
ル
シ
ェ
、
た
か
す
み
の
里
、
や
は
た
温
泉
、
ふ
る
さ
と
村
の
窓
口
に
募
金
箱
を

設
置
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
暖
か
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

村から １，０００，０００円

村民一同として
　募金箱、理事者、議会議員

４０２，３７１円

合計　１，４０２，３７１円

春
の
交
通
安
全
県
民
運
動

東
吉
野
村
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
（
旧
Ｊ
Ａ
小
川
支
所
）　

開
所
式

地
域
お
こ
し
協
力
隊
、
集
落
支
援
員
活
動
報
告
会

「
能
登
半
島
地
震
」
の
義
援
金
を
寄
託

広 報 ひ がしよし の 令和６年５月１日
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テープカットの様子

サテライトオフィスの外観、内装

報告を行った１０名の参加者

報告会の様子

　

東
吉
野
村
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
に
入
所
す
る
企
業
が
決
定
し
、
４
月
４
日
、
水

本
村
長
、
村
議
会
、
小
川
区
長
ほ
か
地
元
関
係
者
、
県
南
部
東
部
振
興
監
、
入
所
す

る
企
業
か
ら
Ｆ
ｃ　

Ｓ
ｔ
ｕ
ｄ
ｉ
ｏ　

Ｕ
ｎ　

ｌ
ｉ
ｍ
ｉ
ｔ
ｅ
ｄ
代
表
者
フ
ィ
リ
ッ

ク
ス
・
コ
ン
ラ
ン
氏
な
ど
約
30
名
が
出
席
し
て
開
所
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
入
所
す
る
企
業
の
代
表
者
で
あ
る
フ
ィ

リ
ッ
ク
ス
氏
は
、
世
界
的
デ
ザ
イ
ナ
ー
で
あ
る

テ
レ
ン
ス
・
コ
ン
ラ
ン
氏
の
孫
に
あ
た
る
注
目

の
若
手
デ
ザ
イ
ナ
ー
で
、
英
国
で
設
立
し
た
自

身
の
デ
ザ
イ
ン
事
務
所
の
サ
テ
ラ
イ
ト
展
開
先

と
し
て
東
吉
野
村
を
選
ば
れ
、
ス
ピ
ー
チ
で
は

「
村
の
明
る
い
未
来
を
共
に
築
き
ま
し
ょ
う
」と

話
さ
れ
ま
し
た
。

　

３
月
30
日
、
村
住
民
ホ
ー
ル
で
地
域
お
こ
し
協
力
隊
、
集
落
支
援
員
活
動
報
告
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
報
告
会
は
本
村
で
平
成
26
年
度
か
ら
受
け
入
れ
て
お
り
ま
す
地
域
お
こ
し
協

力
隊
と
、
卒
業
後
も
本
村
で
活
動
し
て
い
る
集
落
支
援
員
が
、
自
分
の
言
葉
で
活
動

内
容
を
報
告
す
る
と
共
に
、
村
民
の
皆
様
に
活
動
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
も
ら
う

た
め
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

報
告
会
で
は
10
名
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
、
支
援
員
が
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
に
つ

い
て
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

東
吉
野
村
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
（
旧
Ｊ
Ａ
小
川
支
所
）　

開
所
式

地
域
お
こ
し
協
力
隊
、
集
落
支
援
員
活
動
報
告
会

広 報 ひ がしよし の令和６年５月１日

5



プレーの様子

プレーの様子

優勝された「④チーム」のみなさんと
左　津川村体育協会会長　右　橋本教育長

　

３
月
22
日
大
字
小
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
に
て
、
村
体
育
協
会
主
催
の
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
素
晴
ら
し
い
天
候
に
恵
ま
れ
、
最
高
の
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
日
和
と
な
り
ま
し

た
。

　

21
名
の
方
が
参
加
さ
れ
、
各
チ
ー
ム
に
分
か
れ
て
リ
ー
グ
戦
を
行
い
、
白
熱
し
た

戦
い
を
繰
り
広
げ
、
見
事「
④
チ
ー
ム
」が
優
勝
さ
れ
、「
①
チ
ー
ム
」が
準
優
勝
、「
③

チ
ー
ム
」が
３
位
に
入
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

３
月
30
日
、
村
運
動
公
園
に
て
、
村
体
育
協
会
主
催
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

19
名
の
方
が
参
加
さ
れ
、
前
日
ま
で
の
雨
で
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
難
し
い
コ
ン
デ
ィ

シ
ョ
ン
だ
っ
た
も
の
の
、
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
等
の
好
プ
レ
ー
も
見
受
け
ら
れ
真
剣
に

プ
レ
イ
に
励
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

右
か
ら

村
体
育
協
会　

津
川 

幸
雄
会
長

二
位　
　
　
　

柳
井　

斉
邦　

さ
ん

一
位　
　
　
　

辻　
　

清
次　

さ
ん

三
位　
　
　
　

福
井　

康
男　

さ
ん

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

広 報 ひ がしよし の 令和６年５月１日
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健
康
の
ひ
ろ
ば

健
康
の
ひ
ろ
ば

健
康
の
ひ
ろ
ば

健
康
の
ひ
ろ
ば

健
康
の
ひ
ろ
ば
お
問
い
合
わ
せ
は

お
問
い
合
わ
せ
は

住
民
福
祉
課
へ

住
民
福
祉
課
へ

お
問
い
合
わ
せ
は

住
民
福
祉
課
へ

☎42ｰ0441

５５
月
の
保
健
事
業

月
の
保
健
事
業

子
育
て
サ
ロ
ン

（
ぴ
よ
ぴ
よ
サ
ー
ク
ル
）

と
　
き
　
５
月
15
日
（
水
）

　
　
　
　

午
前
10
時
～
11
時

と
こ
ろ
　
役
場
１
階
会
議
室

対
　
象

　

就
学
前
の
子
ど
も
と
保
護
者
、
妊
婦

内
　
容

　

体
重
測
定
・
育
児
相
談
・
保
護
者
同

士
の
交
流

申
込
み

　

参
加
ご
希
望
の
方
は
、５
月
13
日（
月
）

ま
で
に
住
民
福
祉
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

悩
み
ご
と
相
談
所

　

臨
床
心
理
士
が
、
様
々
な
悩
み
に
カ

ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
し
な
が
ら
具
体
的
な

ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い
ま
す
。

　

相
談
さ
れ
た
内
容
は
秘
密
厳
守
さ
れ

ま
す
。
仕
事
や
人
間
関
係
、
子
育
て
の

悩
み
な
ど
、
ど
ん
な
事
で
も
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

と
　
き

　
５
月
18
日
（
土
）

　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

　
（
正
午
か
ら
１
時
ま
で
を
除
く
）

と
こ
ろ
　
役
場
１
階
会
議
室

申
込
み

　

ご
希
望
の
方
は
、
５
月
16
日
（
木
）
ま

で
に
住
民
福
祉
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
相
談
者
１
人
に
つ
き
１
時
間
、
１
日
５

名
ま
で
】

乳
幼
児
健
診

と
　
き

　
５
月
23
日
（
木
）

年
４
月
１
日
の
間
に
生
ま
れ
た
男
性

は
、
風
し
ん
の
予
防
接
種
を
受
け
る
機

会
が
な
か
っ
た
た
め
抗
体
保
有
率
が
低

く
な
っ
て
い
ま
す
。
対
象
者
に
は
以
前

に
ク
ー
ポ
ン
券
を
郵
送
し
て
い
ま
し
た

が
、
国
の
方
針
に
よ
り
期
間
が
延
長
さ

れ
令
和
７
年
３
月
ま
で
引
き
続
き
使
用

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
こ
の
機

会
に
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
！
村
の
集

合
健
診
で
の
検
査
を
希
望
さ
れ
る
場
合

は
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。
ク
ー
ポ
ン

券
を
紛
失
さ
れ
た
方
、
ま
た
新
た
に
本

村
に
転
入
さ
れ
た
方
に
つ
い
て
は
、ク
ー

ポ
ン
券
を
発
行
し
ま
す
の
で
、
該
当
さ

れ
る
方
は
住
民
福
祉
課
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

母
子
健
康
手
帳
の
交
付
に
つ
い
て

　

医
療
機
関
な
ど
で
妊
娠
の
診
断
を
受

け
た
ら
妊
娠
届
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

母
子
健
康
手
帳
と
妊
婦
健
康
診
査
補
助

券
を
お
渡
し
し
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て

は
、
住
民
福
祉
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
か

ら
の
お
知
ら
せ

　

妊
娠
・
出
産
・
子
育
て
に
関
す
る
悩

み
に
対
応
す
る
窓
口
と
し
て
、
子
育
て

世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
て

い
ま
す
。
妊
婦
さ
ん
や
乳
幼
児
の
保
護

者
の
不
安
や
悩
み
、
育
児
な
ど
の
相
談

に
お
答
え
し
ま
す
。
お
気
軽
に
住
民
福

祉
課
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

子
ど
も
の
急
な
病
気
や
け
が
で
受
診

を
迷
っ
た
ら
、
＃
８
０
０
０
を
プ
ッ

シ
ュ
！

　

子
ど
も
が
夜
間
や
休
日
に
突
然
体
調

が
悪
く
な
っ
た
と
き
や
急
に
け
が
を

し
て
受
診
を
迷
う
と
き
、
看
護
師
や

医
師
に
無
料
で
電
話
相
談
で
き
る
の
が

「
＃
８
０
０
０
」
こ
ど
も
救
急
電
話
相
談

で
す
。

　

受
付
：
午
後
１
時
30
分
～
２
時

と
こ
ろ
　
役
場
３
階
会
議
室

対
　
象

乳
児
健
診

　

生
後
３
ヶ
月
～
14
ヶ
月
の
乳
児

１
歳
６
ヶ
月
児
健
診

　

Ｒ
４
年
10
月
～
Ｒ
４
年
12
月
生
ま
れ

２
歳
児
健
診

　

Ｒ
４
年
４
月
～
Ｒ
４
年
６
月
生
ま
れ

３
歳
６
ヶ
月
児
健
診

　

Ｒ
２
年
10
月
～
Ｒ
２
年
12
月
生
ま
れ

※ 
対
象
者
に
は
、
個
別
通
知
い
た
し
ま

す
内
　
容

　

身
体
測
定
、
内
科
診
察
、
歯
科
診
察
、

栄
養
・
歯
科
・
育
児
相
談

（
希
望
者
に
は
フ
ッ
化
物
塗
布
を
お
こ
な

い
ま
す
）

※ 

欠
席
さ
れ
る
場
合
は
、
事
前
に
住
民

福
祉
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

集
合
健
診
（
特
定
健
診
・
各
種
が
ん
検

診
）
に
つ
い
て

　

今
年
度
の
集
合
健
診
の
予
約
受
付
は
、

５
月
７
日
（
火
）
か
ら
開
始
し
ま
す
。
健

診
の
日
時
等
詳
細
に
つ
い
て
は
広
報
折

り
込
み
の
「
東
吉
野
村
各
種
健
診
・
検

診
日
程
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
子
宮
頸
が
ん
個
別
検
診
は
5

月
よ
り
開
始
し
ま
す
。
ご
希
望
の
方
に

は
問
診
票
を
お
渡
し
し
ま
す
の
で
、
事

前
に
住
民
福
祉
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

風
し
ん
抗
体
検
査
・
予
防
接
種
に
つ

い
て
の
お
知
ら
せ

　

昭
和
37
年
４
月
2
日
か
ら
昭
和
54

　

奈
良
県
内
に
住
む
15
歳
未
満
の
子
ど

も
及
び
そ
の
家
族
等
が
対
象
で
す
。

　

電
話
が
つ
な
が
り
に
く
い
と
き
は
奈

良
県
救
急
安
心
セ
ン
タ
ー
相
談
ダ
イ
ア

ル
「
＃
７
１
１
９
」
も
開
設
し
て
い
ま
す

の
で
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

世
界
禁
煙
デ
ー
に
つ
い
て

　

毎
年
５
月
31
日
は
世
界
保
健
機
関（
Ｗ

Ｈ
Ｏ
）
が
定
め
る
「
世
界
禁
煙
デ
ー
」
で

あ
り
、
日
本
で
は
５
月
31
日
か
ら
６
月

６
日
を
「
禁
煙
週
間
」
と
定
め
て
い
ま
す
。

　

ニ
コ
チ
ン
は
72
時
間
（
３
日
間
）
で
体

内
か
ら
完
全
に
抜
け
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
間
、
心
身
へ
の
良
い
効
果

も
い
く
つ
か
実
感
で
き
ま
す
。

＊
20
分
後
：
血
圧
・
脈
拍
が
正
常
に
な

る＊
８
時
間
後
：
運
動
能
力
が
改
善
す
る

（
一
酸
化
炭
素
レ
ベ
ル
が
正
常
に
達
す

る
）

＊
48
時
間
後
：
嗅
覚
・
味
覚
が
回
復
す

る
（
食
事
が
お
い
し
い
）

＊
72
時
間
後
：
気
管
支
の
収
縮
が
と
れ

て
呼
吸
が
楽
に
な
る

　

一
本
の
た
ば
こ
を
吸
う
こ
と
に
よ
り

血
圧
は
約
10
ｍ
ｍ
Ｈ
ｇ
（
人
に
よ
っ
て

は
20
～
30
ｍ
ｍ
Ｈ
ｇ
）
上
昇
し
、
そ
の

状
態
は
喫
煙
後
30
分
継
続
す
る
こ
と
が

示
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
断
続
的

に
吸
う
こ
と
に
よ
り
血
圧
は
高
い
状
態

の
ま
ま
で
推
移
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
ま
た
、
喫
煙
に
よ
り
一
部
の
降

圧
薬
の
作
用
を
減
弱
さ
せ
る
こ
と
も
知

ら
れ
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
降
圧

薬
を
服
用
し
て
も
喫
煙
継
続
例
で
は
心

血
管
疾
患
の
予
防
を
充
分
に
お
こ
な
う

こ
と
は
難
し
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。
明

日
か
ら
禁
煙
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
ま

せ
ん
か
？

参
考
文
献
：
一
般
法
人　

広
島
県
医
師

会　

喫
煙
と
循
環
器
疾
患
、福
岡
県
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ　
「
世
界
禁
煙
デ
ー
」及
び「
禁

煙
週
間
」

広 報 ひ がしよし の令和６年５月１日
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こんにちは　地域包括支援センターですこんにちは　地域包括支援センターですこんにちは　地域包括支援センターですこんにちは　地域包括支援センターです

　

み
な
さ
ん
の
腎
臓
は
お
元
気
で
す

か
？

　

①
尿
に
異
常
が
あ
る
、
特
に
、
た

ん
ぱ
く
質
が
尿
に
漏
れ
て
い
る
（
た

ん
ぱ
く
尿
）、
②
腎
臓
の
働
き
（
腎
機

能
）
が
低
下
し
て
い
る
、
こ
れ
ら
２

つ
が
ど
ち
ら
も
な
け
れ
ば
腎
臓
は
元

気
で
す
。
腎
臓
は
よ
ほ
ど
調
子
が
悪

く
な
ら
な
い
と
「
調
子
悪
い
」
と
言
い

ま
せ
ん
。
し
た
が
っ
て
、
み
な
さ
ん

は
、
自
分
の
腎
臓
が
元
気
か
を
定
期

的
に
調
べ
て
あ
げ
る
こ
と
が
必
要
で

す
。
健
診
を
受
け
る
と
腎
臓
の
検
査

が
含
ま
れ
ま
す
の
で
、
定
期
健
診
を

活
用
し
て
腎
臓
を
定
期
チ
ェ
ッ
ク
し

て
く
だ
さ
い
。 

　

腎
臓
病
の
予
防
に
は
、「
よ
い
生
活

習
慣
」
が
大
切
で
す
。
よ
い
生
活
習

慣
は
、
①
た
ば
こ
を
吸
わ
な
い
、
②

肥
満
や
や
せ
す
ぎ
に
な
ら
な
い
、
③

運
動
習
慣
を
持
つ
、
④
健
康
的
な
食

事
を
す
る
、
な
ど
が
大
切
で
す
。
こ

の
よ
う
な
生
活
を
す
る
と
腎
臓
は
喜

び
ま
す
。
ま
た
、
高
血
圧
や
糖
尿
病

に
な
る
と
腎
臓
に
負
担
が
か
か
り
ま

す
。
血
圧
や
血
糖
値
を
適
正
な
値
に

維
持
す
る
こ
と
も
腎
臓
が
喜
ぶ
ポ
イ

ン
ト
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
頑
張
っ
て
い
て
も
、

腎
臓
が
悪
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ど
ん
な
病
気
も
そ
う
で
す
が
、
早
く

見
つ
け
て
、
早
く
治
療
す
る
こ
と
が

大
切
で
す
。
最
近
に
な
っ
て
、
Ｓ
Ｇ

Ｌ
Ｔ
―
２
阻
害
薬
と
い
う
お
薬
に
腎

臓
を
護
る
効
果
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
お
薬
は
特
に
、
尿
に
た
ん
ぱ
く

が
漏
れ
て
い
る
方
に
効
果
が
高
い
と

考
え
ら
れ
、
腎
臓
病
に
な
っ
た
早
期

か
ら
開
始
す
る
と
、
腎
臓
が
悪
く
な

る
速
度
が
緩
や
か
に
な
り
、
腎
臓
を

喜
ば
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

腎
臓
を
悲
し
ま
せ
な
い
生
活
を
心

が
け
、
定
期
健
診
を
受
け
、
腎
臓
が

悪
い
と
言
わ
れ
た
ら
で
き
る
だ
け
早

く
か
か
り
つ
け
医
を
受
診
し
て
く
だ

さ
い
。

奈
良
県
医
師
会

腎
臓
病
に
な
ら
な
い
生
活
、
な
っ
た
ら
す
ぐ
に
治
療
！

腎
臓
病
に
な
ら
な
い
生
活
、
な
っ
た
ら
す
ぐ
に
治
療
！

お気軽にお問い合わせください　　　　　

相談日の種類 日　時 予約の必要 主催する部会

目の健康相談
５月１４日（火）
午後２時～３時

予約必要 奈良県眼科医会

精神科に関する
健康相談

５月２０日（月）
午後３時～４時

予約必要
※受付締切５月１３日（月）

奈良県医師会
　精神々経科部会

内科疾患に関する
健康相談

５月２２日（水）
午後２時～３時

予約必要
奈良県医師会
　内科部会

場　所　奈良県医師会館　１階　県民健康サービス室（近鉄大和八木駅から北へ徒歩７分）

連絡先　〒６３４–８５０２　橿原市内膳町５–５–８　奈良県医師会各主催部会

　　　　ＴＥＬ　０７４４–２２–８５０２　　ＦＡＸ　０７４４–２３–７７９６

令和6年5月　奈良県医師会の学術部会が行う健康相談

広 報 ひ がしよし の 令和６年５月１日
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こんにちは　地域包括支援センターですこんにちは　地域包括支援センターですこんにちは　地域包括支援センターですこんにちは　地域包括支援センターです
～住み慣れた地域で、最後まで自分らしく生活するために～

　成年後見制度は、自分らしく安心して暮らすことができるよう、その人の権利を擁護するため
の制度です。
　認知症や障害などが原因で判断能力が不十分になり、自分自身で財産管理
や契約などの法律行為を行うことが難しい場合に、家庭裁判所が適任と思わ
れる成年後見人等を選任し、本人を保護・支援します。（後見人等には、裁
判所が決定した報酬を支払う必要があります。）
　例えば、医療や福祉サービスの手続きや契約が難しくてわからない場合に
は、成年後見人等がわかりやすく説明してくれたり、本人に代わって手続き
や契約をしてくれたりします。また、年金や給付金の受け取り、公共料金や介護サービス費用の
支払いなどの日常的な金銭管理、預貯金や不動産の管理、遺産分割協議への代理参加など、財産
の管理をしてもらえます。
　用語や仕組みが難しく「私には関係ない」と敬遠されがちですが、住み慣れた地域で、最後ま
で自分らしく生活するための大切な制度です。
　成年後見制度の申請は住所地の家庭裁判所で行いますが、詳しい内容や
手続きについては、厚生労働省の「成年後見はやわかりサイト」　https://
guardianship.mhlw.go.jp/　でご確認いただけます。  
　地域包括支援センターでも制度や手続きの説明・相談をお受けしていま
す。お気軽にご相談ください。

☆出前介護相談のご案内
○介護疲れで話を聴いてほしい　○介護の仕方を教えてほしい　○介護制度に関すること　等々

（秘密は厳守いたします）
　担当者がご自宅に訪問し、介護のご相談に対応いたします。
　地域包括支援センターへお気軽にご連絡ください。
　　
☆障がい者介護相談のご案内
　障害のある方やそのご家族を対象に暮らしの事、将来的な事、生活上の心配事等々の相談をお
受けするため、東吉野村役場にて窓口を開設しています。
　例えば、
　『人と話したり関わるのが苦手・・だけど外に出たい。何か方法はないかな？』
　『福祉サービスってどうやったら使えるの？どんなものがあるの？』
　『高齢になってきて、子供の将来が心配・・・。』　ｅｔｃ．
　下記の日程で来所もしくはお電話にて相談員が対応いたします。
　　日　時　５月１５日（水）１３時～１６時　　場　所　役場１階会議室
　　ＴＥＬ　４２－０４４１（住民福祉課）　※担当相談員にお繋ぎします。
※ 足を運ぶのはちょっと・・・『でも、直接話を聞いて欲しい！』という方は事前に上記連絡先に

お知らせしていただければ訪問させていただきます。
※ 相談窓口開設日以外でも、生活相談センターのどかへ直接電話相談可能です。
　ＴＥＬ　０７４７－５３－２１５３へご連絡いただければ相談員が対応いたします。
　（のどか開所日　月曜～金曜９時～１７時３０分／第１・第３土曜１３時～１７時）

広 報 ひ がしよし の令和６年５月１日
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　当日は村内外問わず誰でも参加していただけるように準備して、来場者の方もたくさん来て

いただき、よもぎ餅１４４個が完売しました。

　『花より団子、団子より着物姿』を楽しみに観に来ていただいた方もいて、宝蔵寺がとてもに

ぎやかな会場となり、熱気で蕾が少し膨らみました。

　着物リメイク学校で作った日傘を着物に合わせて、写真を撮りました。

広 報 ひ がしよし の 令和６年５月１日
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☆桜を楽しむ会
　３月２８日に桜を楽しむ会を木津の宝蔵寺で開催しました。

　実は昨年の３月末に木津の宝蔵寺で着物を着て、お茶会をする計画を立てていましたが、コ

ロナ禍で５類感染にまだ位置づけされていなかったので、実施することができませんでした。

　昨年、秋に初めて紅葉を楽しむ会をふるさと村で実施して、当日はどしゃぶりの雨でしたが、

実施後の反響がとても大きくて、これからますます広がる予感がありました。

　定員が１５名と限りある中で、今回は昨年から引き続き参加してくれた方もいますが、新し

い顔ぶれの方が期待を膨らませて申し込んでいただくことがとても多かったです。

　今回、天気には恵まれましたが、しだれ桜が例年より開花が遅くて、桜が咲いている下で、

着物姿で写真を撮ることは叶いませんでしたが、１年越しにようやく実現できたことに深く感

謝しています。

広 報 ひ がしよし の令和６年５月１日
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七尾市災害ボランティアセンター
ボランティアが着用するビブス

☆石川県七尾市の災害支援に参加
　　この度、東吉野村社会福祉協議会より職員派遣として４月１３日から１９日の７日間、七尾市社会
福祉協議会の災害支援に行ってまいりました。
　石川県七尾市は、石川県北部で能登半島の中央に位置して、１市３町が平成の大合併をして、人口
４７，８０４人の世帯数２１，５５６世帯と大きな市で、地理的にもかなり広範囲の地域であります。
　今回の能登半島地震により住家被害が全壊３４２カ所、半壊２６００カ所、一部破損が９３２０カ所
と甚大な被害を受け、現在、避難所２２カ所で４６２名が避難をされている状況で、ようやく４月１日
に水道が全地区通水完了したところであります。
　以前、私は平成２３年の東日本大震災で宮城県気仙沼市に９日間、平成２８年の熊本地震で熊本県西
原村に６日間災害支援で派遣されましたが、今回の能登半島地震はこれまでとは状況が全く異なるもの
でした。
　今回、被災地の災害ボランティアセンターの運営支援に携わりましたが、被災地の道路状況が悪くて、
ボランティアの受け入れがなかなか進まない状況の中、七尾市ではボランティアの宿泊拠点としてテン
ト村が設営されており、その場所から毎日１００名前後のボランティアの方が被災地に来られて、活動
されています。
　ボランティアは男女問わず、若い人から高齢者、経験のある人から初めての方まで、様々な方が被災
地に駆けつけてくれて、中には４０日間毎日活動しているボランティアの方もいます。
　ボランティア活動は実際、現場に行って、がれきや家具な
どの撤去作業もあれば、その運び込まれてくる災害ゴミを
１２種類に仕分けをして仮置き場に運び込む作業もあり、ま
だまだ困っていても声に出せない人もいるので、ボランティ
アがチラシを手配りしたり、地域ごとに１件１件聞き取り調
査をしたりとボランティアの活動も多様化してきています。
　今もなお被災された方は不安な日々を過ごしている中で、
避難所で生活している人もひとりふたりと家に戻って行かれ
ますが、復興にはまだまだほど遠く、残された方はさらに不
安となり、心細く感じている人もいます。
　東吉野村のわたしたちに今できることは何かもう一度考え
てみてください。
　義援金で寄附すること、現地に赴きボランティア活動する
ことはもちろん、被災地を忘れないで見守ること、自分たち
で災害の備えをより強化することが大切です。
　つい先日、台湾地震や愛媛県と高知県で大きな地震があり
ました。
　いつ起こるかわからない災害に備えて、一番大事なことは、助け合いと支え合いが重要となります。
　令和6年度の世代交流かふぇでは『地域防災』をテーマに地域の皆さんとじっくり防災のことについ
て話し合い、自分が能登半島地震災害支援に行って感じたことや学んだことを少しお話しさせてもらい、
今後の防災活動に活かしていただきたいと考えています。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　東吉野村社協　伊野　崇

広 報 ひ がしよし の 令和６年５月１日
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　新緑が目に鮮やかな季節となりました。子どもたちは新しい環境にも慣れてきた
ようで、給食の準備や後片付けを協力してスムーズに進めている様子が見られます。
　新年度が始まって１か月がたちましたが、心や体に疲れが出ていないでしょう
か？　朝なかなか起きられなかったり、日中ボーッとしたり、食欲がないなど、気
になる症状がある場合は、生活リズムを見直してみましょう。

　学校給食の献立は、文部科学省が定める「学校給食摂取基準」に基づき、
栄養士が作成しています。１日に必要な栄養量の1/3程度を基本に、不足
しがちなカルシウムやビタミン類は多めにとれるよう考慮し、食材や調
理方法を工夫して提供します。残さず食べることで、必要な栄養をしっ
かりとることができますので、食べられる人は、盛り付けられた量を食
べ切るよう心がけましょう。
　苦手な食べ物があったり、食べられる量が少なかったり、給食を食べ
ることに不安を感じている人は、無理をしなくて大丈夫です。成長する
につれて、だんだんと食べられるようになりますので、少しずつ慣れて
いきましょう。

★�協力して準備をし、食べる時間を長く
とれるようにすることが大切です。

★�楽しい雰囲気で食べると、
よりおいしく感じます。

起きたら、
朝日を浴びる

朝食をよくかんで
食べる

朝食後に、
トイレへ行く
習慣をつけま
しょう。

寝る前に、ゲーム機
やスマホを見る
のはやめ
ましょう。

昼間は外で体を
動かす

食事は決まった
時間に食べる

早めに
布団に入る

広 報 ひ がしよし の令和６年５月１日
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令
和
六
年
三
月
二
十
六
日
青
嶺
俳
句
会
か
ら

水
野
露
草
　
選
評

▪
特
選
の
部

鳥
声
も
消
さ
れ
て
ゐ
た
る
雪
解
川	

松
谷　

忠
則

　

評

　

三
月
の
句
会
は
、
本
村
東
部
の
名
水
百
選
に
選
ば
れ

て
い
る
「
七
滝
八
壺
」
を
吟
行
し
た
。

　

掲
句
は
、
伊
勢
辻
山
を
源
と
し
て
い
る
「
七
滝
八
壺
」

か
ら
注
い
で
い
る
大
又
川
を
詠
ん
で
い
る
。

　

作
者
は
、
鳥
の
声
も
消
さ
れ
る
程
の
雪
解
け
の
川
の

音
に
驚
き
の
声
を
あ
げ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

太
古
よ
り
流
れ
出
づ
る
「
七
滝
八
壺
」
を
凝
視
し
た

佳
句
で
あ
る
。

檀
香
梅
活
け
て
茶
亭
の
釜
の
音	

宮
下　

俊
二

　

評

　

句
会
は
、大
豆
生
の「
ふ
る
さ
と
村
」の「
ほ
た
る
の
館
」

を
お
借
り
し
た
。

　

句
会
の
前
に
は
、
本
村
小
在
住
の
裏
千
家
盛
口
彰
子

先
生
の
茶
の
湯
の
接
待
を
受
け
た
。

　

床
の
間
に
「
柳
緑
花
紅
」
の
掛
軸
と
檀
香
梅
の
一
枝

が
活
け
ら
れ
た
茶
室
に
、
一
服
の
御
薄
を
頂
い
た
。

　

作
者
は
、
物
音
の
し
な
い
茶
亭
で
茶
釜
の
湯
の
沸
く

音
に
耳
を
傾
け
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

　

静
か
な
佇
ま
い
の
感
じ
る
句
で
あ
る
。

七
滝
の
た
ぎ
り
落
ち
た
り
岩
煙
草	

濱
田
貴
美
子

　

評

　
「
七
滝
八
壺
」
は
、
台
高
山
脈
よ
り
湧
き
出
る
清
水
が

連
瀑
を
形
成
し
て
い
る
。

　

作
者
は
、
滝
の
音
を
耳
に
し
な
が
ら
、
岩
肌
に
咲
く

岩
煙
草
に
目
を
送
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

視
覚
と
聴
覚
に
訴
え
た
句
で
あ
る
。

▪
準
特
選
の
部

春
障
子
花
衣
て
ふ
和
菓
子
愛
で	

池
田
美
砂
子

鶯
や
雲
湧
く
山
へ
雲
動
き	

前
田　

景
子

春
日
差
畳
に
届
く
茶
席
か
な	

辻　

佐
和
子

▪
佳
作
の
部

花は

な

き

ぶ

し

木
五
倍
子
奥
へ
奥
へ
と
山
に
入
る	

前
田　

景
子

吟
行
を
終
へ
来
て
春
の
茶
の
湯
か
な	

池
垣　

昭
美

樹
々
の
間
を
勢
ひ
曲
が
る
春
の
滝	

辻　

佐
和
子

檀
香
梅
一
枝
茶
室
の
凜
と
し
て	

濱
田
貴
美
子

草
の
芽
に
滝
の
飛
沫
が
弾
け
飛
ぶ	

秋
吉　

正
朝

深
吉
野
の
此
処
が
源
流
木
々
芽
吹
く	

伊
藤
志
津
子

脈
々
と
七
滝
八
壺
春
の
水	

松
谷　

忠
則

大
川
へ
す
べ
り
落
ち
ゐ
る
春
の
滝	

池
田
美
砂
子

利
休
忌
の
滴
る
雨
に
花
開
く	

川
村　

貞
子

憂
き
心
初
音
届
き
て
晴
れ
や
か
に	

秋
吉　

雅
子

き
ら
き
ら
と
光
と
影
の
春
の
滝	

宮
崎　

成
子

う
つ
す
ら
と
山
並
隠
す
春
の
雪	

宮
崎　

利
一

春
茶
会
西
善
菓
子
に
歓
の
声	

宮
下　

俊
二

▪
入
選
の
部

椿
挿
し
て
会
話
途
切
れ
ぬ
茶
席
か
な	

前
田　

景
子

春
雨
に
木
々
の
名
乗
の
始
り
ぬ	

池
垣　

昭
美

石
に
添
ふ
踊
子
草
の
輪
に
な
り
て	

池
垣　

昭
美

魚
止
の
滝
ま
で
行
か
ず
鳥
の
恋	

辻　

佐
和
子

流
鶯
や
母
出
生
の
里
に
来
て	

濱
田
貴
美
子

太
古
よ
り
の
七
滝
八
壺
に
春
風
が	

秋
吉　

正
朝

連
瀑
を
老
杉
包
む
る
初
音
か
な	

秋
吉　

正
朝

祭
神
は
罔み

つ
は
の
め
の
か
み

象
女
神
水
温
む	

伊
藤
志
津
子

麗
ら
か
や
和
生
誓
子
の
句
碑
め
ぐ
り	

伊
藤
志
津
子

轟
々
と
落
つ
る
し
ぶ
き
に
春
の
風	

松
谷　

忠
則

一
羽
飛
び
一
羽
応
へ
て
鳥
の
恋	

池
田
美
砂
子

一
服
を
嗜
む
日
な
か
炉
の
名
残	

川
村　

貞
子

七
滝
に
し
ぶ
き
飛
び
散
り
春
の
虹	
川
村　

貞
子

宿
木
の
枝
冬
木
立
飾
り
立
て	
秋
吉　

雅
子

春
寒
し
持
ち
重
り
す
る
心
か
な	
秋
吉　

雅
子

さ
ゆ
ら
ぎ
の
ま
だ
か
ま
だ
か
と
初
桜	

宮
崎　

成
子

雲
厚
し
降
れ
ば
う
る
ほ
ふ
木
の
芽
時	

宮
崎　

成
子

雨
だ
れ
に
桜
の
芽
ぶ
き
映
り
を
り	

宮
崎　

利
一

種
芋
を
植
ゑ
た
る
土
の
や
は
ら
か
し	

宮
崎　

利
一

深
吉
野
に
七
滝
落
ち
て
春
の
川	

宮
下　

俊
二

一
般
投
句
（
短
歌
）

四
月
に
な
っ
て
急
に
温
度
が
上
昇
し

日
本
国
土
は
さ
く
ら
で
う
ま
る	

元
林
マ
ス
ミ

老
人
が
さ
く
ら
の
苗
を
川
土
手
に

「
わ
し
が
死
ん
で
も
さ
く
ら
は
残
る
」
と	

元
林
マ
ス
ミ

あ
じ
さ
い
に
半
裸
に
な
っ
た
で
で
虫
が

気
持
よ
さ
そ
に
五
月
雨
あ
び
る	

元
林
マ
ス
ミ

鶯
の
鳴
き
声
聞
こ
ゆ
寺
坂
や

ロ
短
調
に
も
真
似
て
応
へ
る	

福
井
メ
イ
子

花
冷
に
去
年
と
同
じ
道
通
る

呼
ば
れ
た
る
心
地
す
大
桜	

福
井
メ
イ
子

朝
毎
に
パ
ン
焼
く
こ
と
の
幸
せ
に

戦
火
広
が
る
国
を
憂
ひ
ぬ	

浦
田
由
美
子

じ
ゃ
が
芋
を
植
へ
い
し
事
も
楽
し
み
に

こ
の
地
に
根
づ
き
て
四
〇
年
経
し	

浦
田
由
美
子

幾
年
を
育
て
し
多
肉
植
物
の

名
を
ば
見
つ
け
り
十
二
の
巻
と	

浦
田
由
美
子

鳥
よ
け
網
の
取
り
つ
け
に
無
我
夢
中

気
付
け
ば
陽
は
西
に
身
は
冷
た
く	

辻　

由
美
子

ひ
っ
そ
り
と
固
ま
り
咲
き
す
ク
リ
ス
マ
ス
ロ
ー
ズ

う
な
だ
れ
し
花
に
頬
近
づ
け
ん	

辻　

由
美
子

一
般
投
句
（
川
柳
）

今
が
旬
新
芽
や
わ
ら
か
ほ
ろ
苦
く	

植
平　

佳
伸

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
帽
子
忘
れ
て
光
る
君	

植
平　

佳
伸

通
院
も
好
か
れ
る
よ
う
に
気
を
遣
い	

植
平　

佳
伸

広 報 ひ がしよし の 令和６年５月１日
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